
 

 

 

聞き書き甲子園は、全国の高校生が農山漁村に暮らす「名人」を訪ね、その知恵や技術、生きざまを「聞き書

き」する活動です。 

 名人推薦と高校生の受け入れに協力する地域（市町村）を毎年公募し、各地域が推薦する複数人の名人を、高

校生は一対一で訪問し、「聞き書き」します。伊那市は、関係人口の創出、高校生が伊那市の自然と生業を知り, 

またこの取り組みによって住民の方々にも改めて関心をもつきっかけとなるよう、高校生の受け入れ市町村とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主催】聞き書き甲子園実行委員会 

（農林水産省、文部科学省、環境省、公益社団法人 国土緑化推進機構、NPO 法人共存の森ネッ

トワーク） 

【伊那市担当】地域創造課 地域振興係 

第22回 聞き書き甲子園 

働くこと、生きること、地域への想い

の想い 

 

第 22 回 聞き書き甲子園 

実施期間： 

令和 5 年 

９～11 月   高校生が 2 回取材を行い、聞き書き作品を作成します。 

        高校生が自ら名人と日程調整をし、自宅から名人宅まで公共交通

機関を使い、訪問します。 

12 月      作品の完成 

 

令和 6 年 

3 月 25 日（月）成果発表会(会場：国際オリンピック記念青年少年総合センター) 

の開催。大臣賞受賞の名人藤原氏、宮原氏は登壇します。 

5 月 5 日（日） 

「高校生と語る～伊那の生きる知恵や技術」 

（伊那市成果発表会） 開催を予定しています。 

 

 

聞き書きとは： 

聞き書きの基本は、一対一のコミュニケーションです。高校生は、名人との 

対話をすべて録音し、その言葉を一語一句書き起こし、名人の言葉だけを使って、

その語り口を活かした作品をまとめていきます。 

高校生は、聞き書きをとおして、名人の生きざま（人生）を受け止めます。「森

が泣いている」「村が寂しくなった」と語る名人の思いに少しでも応えたいと、里

山里海の保全活動や地域活性化などに取り組む卒業生の活動も生まれました。 

聞き書きは、祖父母の世代から孫の世代へと、生きる知恵や心をつなぐ活動で

す。キャリア教育やＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）の事例としても高く評

価されています。 



伊那市の名人と高校生の組み合わせ（50 音順） 

 

１．作品名：原木しいたけ栽培の苦労と課題 

名 人：赤羽 潔氏 （原木しいたけ栽培） 

高校生：佐久間
さ く ま

 琉
りゅう

惺
せい

（埼玉県立小川高等学校 1 年） 

 

２．作品名：伝統の味噌づくりを続けたい 

～39 年女の人で運営した加工所。新しいアイディアで未来に引き継ぐ～ 

名 人：池上 市子氏 （味噌づくり（伝統的な製法による発酵食品）） 

高校生：櫻
さくら

井
い

 佳
か

代
よ

（国際基督教大学高等学校 1 年） 

 

３．作品名：過去から未来へ食の橋を繋げる 

名 人：酒井さつき氏（郷土食伝承家） 

高校生：新島
にいじま

 のどか（群馬県立尾瀬高等学校 2 年） 

 

４．作品名：足踏み 石踏み 虫踏み漁 ～伊那だけに残る幼虫を食べる文化～ 

名 人：中村 昭彦氏（ざざむし漁） 

高校生：小
こ

嶋
じま

 涼
すず

香
か

（神奈川県立川和高等学校 3 年） 

 

５．作品名：なんとも可愛いマツタケ 

名 人：藤原 儀兵衛氏（まつたけ） 

高校生：成
なり

田
た

 和
のど

香
か

（国際高等学校 2 年） 

【農林水産大臣賞】 

 

６．作品名：明日への器 

名 人：宮原 勝氏（木工ロクロ・漆塗り） 

高校生：西
にし

田
だ

 空
そう

麗
ら

（金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校 2 年） 

【環境大臣賞】 

 

７．作品名：蜂追いが繋ぐ縁～山の宝を求めて～ 

名 人：山口 政幸（すがれ追い） 

高校生：高橋
たかはし

 葵
あおい

（神奈川県立金沢総合高等学校 3 年） 

 

 


